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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。
＜連絡事項＞

・枕の洗濯について連絡がきています。

　10/13（水）→10/20（水）へ日程変更

* 枕カバーを外し、枕とカバーそれぞれ南側洗濯場に出して下さい。

* 洗濯済み枕、枕カバーを本部側洗濯場より持って行って下さい。

* 他のリネン交換は通常通りです｡

今回、不足分の枕を新しく購入し10/18（月）に納品になるため、北病棟は新品を使用させていただくことになるそうです。

・土、日チーフの連絡が来ています。

　10/16　阿部大MNs　　 10/31　橘JGM

10/17　佐々木SGM　　 11/6   藤原JGM

10/23　松橋JGM       11/7　 東SGM

10/24　藤原香織Ns　  11/13　小向SGM

10/30　藤原JGM       11/14　中野円香

・月間サマリーについて

　9月分がまだ未記入の方がいますので、早急に記入するようにして下さい。

　記載の仕方について、精神症状の程度・頻度の欄に「不明」と記載しているスタッフがいますが、「不明」ということは患者様の状態を把握できていないと考えられます。しっかりと患者様の状態を把握し、記載するようにしてください。

・検査伝票について

　→9月分が10月に貼ってある事がありました。カルテへ伝票類を貼付する際は、確認をして間違えのないようにしていきましょう。

→10月分から、伝票の貼付欄が新しくなっていますが間違って貼付されている事がありました。カルテ見本を確認して、間違えのないようにしてください。

・11/3（水）法人創立記念祝賀会があります。私用、または勤務の都合により参加出来ないスタッフは10/15（金）までに不参加届けを提出して下さい。詳細についてはWIZ掲示板に掲示されていますので、各自確認をお願いします。

＜食事サービス提供管理委員会より＞

　9/25　きゅうり禁の方の小鉢が用意されていなかった。

　→禁食の方を先に準備し、チェックをしていく。

　10/1　カレーライス用の軽々食の表示が欲しい（患者様が分からない為）

　→今後は準備していく。

　10/5　大盛りの方の準備がされていなかった。

　→事前に人数を把握して準備をしていく。

　※次回11/12（金）15:30～4Fユーティリティー　参加スタッフ：木村CW予定

出席スタッフは11/8（月）迄に栄養へメールを送って下さい。

＜患者様連絡事項＞

・駒木　洋士様～本日スタッフ付き添いにて外出訓練（アパートでの炊事訓練）予定でしたが連日外出訓錬を行っており、疲労感の訴えあった為本日は中止としています。今後も外出・泊訓練を続けていきますので疲労の程度を聞きながら実施していきましょう。

　　　　　　　　10/10（日）～10/11（月）まで外泊訓練を行います。単独で出棟しますが、本人はまだ携帯電話の契約を行っていない為、到着後はご家族（姉）から電話連絡をいただく事となっています。

・十日市　利喜様～排便コントロールの為、シンラック液2本処方となっています。引き続き排便状況の観察を行っていきましょう。

・薬剤指導について

　駒木　洋士様　　10/13（水）14:00～薬剤師からの薬剤指導があります。

　板橋　雅勝様

＜受け持ち患者様NCP評価検討＞

・宮　陽子様～服薬自己管理について、現在3・4日で行っています。問題無く取り組むこと出来ており、外泊中も忘薬ないことから1週間へのステップアップを検討していく事としています。

　　　　　　　単独外出についても、時間や範囲などを説明した上で来週より行っていく事を検討しています。

＜レストラン誘導・食事介入の観察検討＞

・観察ポイント

　食事摂取状況

　→配膳の状況…決められた量を盛る事が出来ているか（少なすぎたり、多すぎたりしていないか）。盛り付けた量が分からなければ、残食があった際、どの程度摂取出来ているのか把握できません。

　→摂取状況　…咀嚼、嚥下の状態の観察。食事の場面は危険が多くあります。誤嚥があった場合など、生命に関わりますので早い対応が必要となります。

移動

→誘導時、レストランまで階段がある為、歩行状態の把握と転倒が無いよう観察の必要があります。

上記の意見が挙がっています。
































































